
療

Ｆ
Ｌ

2011(H23)年度6年生総合試験問題

コントラクションストレステスト（CST）の禁忌でないのはどれか。

ａ切迫早産

ｂ前置胎盤

ｃ多胎妊娠

ｄ帝王切開後妊娠

ｅ妊娠高血圧症候群

６正しいのはどれか。

ａ黄熱は検疫感染症の一つである。

ｂ検疫法の検疫感染症は感染症法の１類感染症を全て含む。

ｃ予防接種法における１類感染症は感染症法の２類感染症である。

ｄ新型インフルエンザを診断した際は７日以内に都道府県知事に届け出る。

ｅ免疫不全の診断がなされている者に対しては予防接種を行なってはならない。

２世界保健機関くＷＨＯ＞の任務として誤っているのはどれか。

ａ保健事業の強化についての技術的協力

ｂ国際間の伝染病対策

ｃ国際疾病分類くICD＞の作成

．災害時の緊急対策

ｅ開発途上国児童への食料援助

７ステントグラフト内挿術について正しいのはどれか。

ａ術前の造影ＣＴ検査は必要ない。

ｂ慢性腎不全症例は治療が不可能である。

ｃ重鮪な合併症のひとつに腎動脈閉塞がある。

ｄ解剖学的に、すべての腹部大動脈癌に対して挿入が可能である。

ｅ癌径４０ｍｍ以下の小さな腹部大動脈癌に対して適応となる。

８分娩の３要素について誤っているのはどれか。

ａ羊水は娩出物に含まれる。

ｂ産道は骨産道と軟産道から成る。

ｃ娩出力とは主に陣痛と腹圧である。

ｄ骨産道は寛骨、仙骨、尾骨で構成される。

ｅ陣痛とは２０分毎の規則的な子宮収縮をさす。

３女性ホルモン作用のもっとも強いのはどれか。

ａエストロン

ｂエストラジオール

ｃエストリオール

． プ ロ ケ ス テ ロン

eプロラクチン

４救急傷病と応急処置後の転送先の組合せで適切なのはどれか。２つ選べ。 ｇ正しいのはどれか。

ａ学校保健行政は厚生労働省の管轄である。

ｂ保健所は乳幼児健康診査などの地域的サービスを行う。

ｃ食中毒に関する疫学訓査、細菌検査は地方衛生研究所が行う。

ｄ児童相談所は乳幼児健康診査で精神面の異常があった場合の相談を受ける。

ｅ市町村保健センターのセンター長には一定の基準を充たした医師を充てる。

特 定機能病院

養病床

広範囲熱傷

ａ急性虫垂封

ｂ十二指腸ｉｉ

ｃ<も膜下Ｈ

ｄ広範囲熱惜

ｅ急性心筋堀

十二指腸潰傷穿孔

Ｆ
＆

急性心筋梗塞

救命救急センター

･高度救命救急センター

<も膜下出血

－２０５－１－

１０他覚的聴力検査はどれか。

ａ語音聴力検査

ｂ純音聴力検査

ｃ遊戯聴力検査

．インピーダンスオージオメトリ

ｅＡＢＬＢ（altematebinauralloudnessbalance）検査

－２０５－２－

〃？

日夜間急患センターIad？

５中旺葉から発生するのはどれか。

ａ皮盾

ｂ中枢神経

ｃ乳腺

．肝臓

ｅ生殖器



考えられる疾患はどれか。２つ選べ。

ａ大動脈弁閉鎖不全

ｂ僧帽弁閉鎖不全

ｃ三尖弁閉鎖不全

ｄ大動脈弁狭窄症

ｅ僧帽弁狭窄症
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2011(H23)年度6年生総合試験問題

１４脳血管障害のリハビリテーションで通常用いない器具はどれか。１１アレルギー反応が原因であるのはどれか。

ａ悪性高熱

ｂ悪性症候群

ｃアスピリン瑞息

ｄ横紋筋融解症

ｅスティーブン・ジョンソン症候群

①
②
③
④
⑤

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

②１２１ＣＧ試験について正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ肝硬変では禁忌である。

ｂ肝臓の予備能を反映する。

cMeltzer-Lyon法を用いる。

ｄ黄痘があると正しい値がでない。

ｅインターフェロン治療の反応性を予測する。
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１９種々の侵襲を誘引とする全身性炎症反応で、ＳIRS(全身性炎症反応症候群SytemiclnHammatory

ResponseSyndrome）の診断基準でないのはどれか。

ａ血圧ｌＯＯｍｍＨｇ以下

ｂ脈拍数増加（90回／分以上）

ｃ体温の変動（38℃以上、または、３６℃以下）

ｄ呼吸数増加（20回／分以上）またはPaCO2が32Torr以下

ｅ血液検査所見で、白血球数が12,000/“以上または4,000/皿以下あるいは未熟穎粒球が

１５写真の矢印で示す血球が増加するのはどれか。

２０母乳栄養児で不足しやすいのはどれか。

ａ 鉄

ｂ蛋白質

ｃ必須脂肪酸

．カルシウム

ｅビタミンＫ

ａ糖尿病

ｂ敗血症

ｃホジキンリンパ皿

ｄ甲状腺機能低下症

ｅ慢性リンパ性白血病

辿

卸

府

１０％以上

ｒ
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２１妊産婦健康診査で行われない検査はどれか。

ａ血圧測定

ｂ体重測定

ｃ尿蛋白定性

．子宮底長計測

ｅ母体心拍数計測

写真

１６肺拡散能力(DLco)が増加するのはどれか。

ａ運動

ｂ貧血

ｃ肺線維症

ｄリンパ脈管筋腫症(ＬＡＭ）

ｅ慢性閉塞性肺疾患（COPD）

１７血液中の濃度が低下することで意識障害をきたすのはどれか。２つ選べ。

ａ血糖

ｂカリウム

ｃナトリウム

．カルシウム

ｅ ト リ グ リ セ ライド

２２わが国の医療保険制度について正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ社会保障制度の一つである。

ｂ任意加入である。

c被用者保険本人の医療は１０割給付である｡

ｄ保険料は概ね所得に比例している。

ｅ国からの補助がある。

１８菌交代現象の原因として正しいのはどれか。

ａ中心静脈カテーテル

ｂ液性免疫不全

ｃ頚粒球減少症

。第３世代セフェム系抗菌薬

ｅ副腎皮質ステロイド

－２０５－６－－２０５－５－



２６心静止の患者の心肺蘇生に用いないのはどれかＣ
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２７表皮の模式図を示す。正しいのはどれか。３つ選べ。

ａ①の細胞では細胞内小器官が消失している。

ｂ②の細胞にはBirbeck順粒が存在する。

ｃ③の層にはLangerhans細胞が存在する。

ｄ④の層にはメラノサイトが多く存在する。

ｅ⑤の領域にはデスモソームが存在する。

２３自家皮府移植の生着に適した条件はどれか。２つ選べ。

ａ感染した創

ｂ骨皮質の露出

ｃ真皮深層の残存

ｄ易出血性の肉芽

ｅ壊死組織の残 存

④

表皮の模式図

②
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２４急性中毒と治療薬の組合せで適切なものはどれか。

可
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エ タ ノ ー ル

フルマゼニル

ナロキソン

Ｎ‐アセチルシステイン

ァトロピン

ａアセトアミノフェン

ｂベンゾジアゼピンー

ｃ有機リン

ｄ麻薬

ｅメタノール

－２０５－７－ －２０５８－
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２５左心室に負荷がかからない疾患はどれか。

ａ高巾汗斥

ｂ 心 室 中 隔 欠 損症

ｃ僧帽弁狭窄症

ｄ僧帽弁閉鎖不全症

ｅ大動脈弁閉鎖不全症
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２８味覚に関与しないのはどれか。

ａ舌神 経

ｂ舌咽神経

ｃ舌下神経

ｄ顔面神経

ｅ鼓素神経

２９高齢者で低下するのはどれか。２つ選べ。

ａ腎濃縮能

ｂ脳脊髄液圧

ｃ顔面表在感覚

． 高 音域の聴力

ｅ心臓交感ﾈIlI経機能
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３６誤っている組合せはどれか〔
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３３辿伝要因だけで原因を説明できないのはどれか。２つ選べ。

ａ血友 病

ｂ口唇 口蓋裂

ｃ多指（肌）症

．デイ・ジョージ症候群

ｅシャルコー・マリ一・トウース病

3o正しいのはどれか。

ａ横隔神経は中斜角筋の前を通る。

ｂ舌咽神経は茎突咽頭筋の前を通る。

ｃ迷走神経は肺根の前を通る。

。尿管は精巣（卵巣）動脈の後ろを通る。

ｅ腎動脈は腎静脈の前を通る。

３４生物濃縮を受けやすいのはどれか。

ａパラコート

ｂホル ム ア ル デ ヒ ド

ｃメチ ル水銀

．クロロホルム

ｅトリクロロエチレン

３１胃幽門腺の基底膜側の透過電子顕微鏡図である。

写真中央の細胞の:機能に当てはまるのはどれか。

３２正しいのはどれか。

ａ伸張反射は単シナプス反射である。

ｂ無髄神経線維では跳蹄伝導が起こる。

ｃ直径の太い神経線維ほど伝導速度が遅い。

ｄ神経筋接合部の伝達物質はドーパミンである。

ｅシナプスにおける興蒋の伝達は両方向性である。

ａ胃酸の分泌

ｂ胃内因子の分泌

ｃペプシノーゲンの分泌

ｄ粘液の分泌

ｅ ガ ス ト リ ン の分泌

３５近年さまざまな抗体が医薬として、臨床で使用されている。Ｂ細胞腫傷や自己抗体産生Ｂ細胞の

除去に使用される抗体が認識する表面抗原はどれか。

ａＣＤ８

ｂＣＤ２０

ｃＣＤ４３

ｄＣＤ５８

ｅＣＤ１５４

電子顕微鏡図

毎
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ａヨード欠乏一

ｂビタミンＡ欠乏

ｃビタミンＢ１２欠乏

．ナイアシン欠乏一

ｅ ビ タミンＢｌ欠乏

甲状腺腫

夜盲症

･貧血

･高カルシウム血症

Wemicke脳症

－２０５－１０－－２０５－９－

３７心電図ＱＴ延長がみられるのはどれか。２つ選べ。

ａジゴキシン

ｂニトログリセリン

ｃハロペリドール

。プロブコール

ｅプロプラノロール



４０三次予防はどれか。

ａ冷蔵庫の普及

ｂ中学生への性教育

ｃ小学生への禁煙教育

．糖尿病患者の眼底検査

ｅ脳梗塞後の早期リハビリテーション

可
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４３３８歳の２経妊ｌ経産婦。身長１５５ｃｍ、体重８８ｋ９．３年前に３，７２０９の児を帝王切開で出産して

いる。妊娠18週の妊婦健康診査で、血圧128/78mmHg､尿所見:蛋白（一)、糖３＋、ケトン（一）

であった。

次に行う検査はどれか。

ａ眼底検査

ｂ胎児心拍陣痛図

ｃ糖負荷検査（75gOGTT）

ｄ下肢の血管超音波検査

ｅ２４時間畜尿による糖排世量測定

３８がん検診について正しいのはどれか。

ａ高齢者医療確保法に基づく。

ｂ特異度が低い検査を行ってはならない。

ｃ有病率が高いと陽性反応的中率は低い。

ｄ検査陽性者率の高い検診方法を選択する。

ｅ検査前確率と検査後確率の差が大きい検査ほど有用である。

正しいのはどれか。

ａ妊娠４週

ｂ妊娠６週

ｃ妊娠９週

。妊娠１２週

ｅ子宮外妊娠

３９医薬品・医療機器の使用により発生した有害事象について正しいのはどれか。

ａ医師は死亡例についてのみ厚生労働大臣への報告義務がある。

ｂ遺伝子組み換え製品に由来することが疑われる感染症は５類感染症に分類される。

ｃ医薬品の安全対策は厚生労働省が所管し、医療機器の安全対策は経済産業省が所管する。

ｄ生物製剤の使用について有害事象がなくても製造業者は使用記録を保存する義務があるＣ

ｅ医薬品を適正使用したにもかかわらず発生した健康被害に対しては救済給付制度があるｃ

４４６２歳の男性。閉塞性動脈硬化症（ＡＳＯ）の治療目的で入院となった。入院当日、冷汗を伴う胸

痛を認め、急性冠症候群と診断し緊急心臓カテーテル検査を施行した。

適切な穿刺部位はどこか。２つ選べ。

ａ鎖骨下動脈

ｂ上腕動脈

ｃ大腿動脈

．榛骨動脈

ｅ総頚動脈

『

４５１８歳の女性。無月経のため来院した。〃経初発は１１歳で以後不順であり、最終月経の開始日は

覚えていなかった。妊娠反応が陽性で、内診所見で子宮は驚卵大で両側付属器は触知せず庄痛は

認められなかった。経腫超音波検査で胎児を認め心拍動が確認できた。超音波検査所見を示す。４１他の予防接種を受ける際に、４週間以上あけなければいけないのはどれか。２つ選べ。

ａ麻疹ワクチン

ｂ風疹ワクチン

ｃ日本脳炎ワクチン

ｄＤＰＴ三種混合ワクチン

ｅインフルエン ザワクチン

－２０５－１１－

４２オピオイドの副作用でないのはどれか。

ａ順気

ｂ便秘

ｃ掻捧感

．尿閉

ｅ頻脈

超音波検査所見

－２０５－１２－



350ｐｇ/ｍＪ

『

Ｆ
』

2011(H23)年度6年生総合試験問題

４６７０歳の女性。胸やけ、げっぷ、胸痛を主訴に来院した。身体診察所見では異常を認めず。血

液所見では軽度の貧血を認めるのみであった。血液生化学所見：総蛋白７．０９/ｄｊ、アルブミン

４．０９/dﾉ、ＬＤＨ２７０１Ｕ/ノ（基準176～353)、尿素窒素１６ｍｇ/dﾉ、クレアチニン１．０ｍｇ/dZo上部消

４８５５歳の男性。直腸梱術後１年で腹膜播種をきたし再発。肝転移、肺賑移もあり、積極的な根治

治療はできない状況である。本人および家族に現在の病状を説明したところ、本人はできるだけ

家で過ごしたいと希望した。家族は在宅で苦痛の緩和をはじめとした十分な医療やケアをうけら

れるのか心配と感じている。また、家で息を引き取ることになった場合のことも心配している。

正しいのはどれか。

ａ在宅では静脈注射による姪痛緩和はできない。

ｂ現在日本における死亡場所は病院が3/４を占める。

ｃ日本人の多くは在宅での看取りは可能と考えている。

ｄ在宅で救急隊到着時死亡している場合は検死となる。

ｅ在宅着取りはグリーフケアにとって良い効果をもたらす。
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化管内視鏡写真を示す。

診断はどれか。

ａ食道癌

ｂ逆流性食道炎

ｃ食道アカラシア

dMallory-Weiss症候群

ｅ 非 び ら ん 性 胃食道逆流症

Ｐ 可

４９５２歳の男性。多発性骨髄腫（IgG’ﾉ〔）と診断された。ＶＡＤ療法３クール後、自己末梢血幹細胞

移植を予定した。シクロホスフアミド大逓投与後の骨髄回復期に幹細胞を採取することになった。

採取の日を決定するのに最も有用な指標はどれか。

ａ血清Ｃａ値

ｂ血清LDH値

ｃ網赤血球率

．好中球絶対数

ｅＣＤ３４陽‘性細胞数

Ｌ

Ｉ１

－向

‘､1
上部消化管内視鏡写真

５０１８歳の女性。体重減少と動惇を主訴に来院した。

既往歴、家族歴：特記事項なし。

生活歴：高校３年生。成績は良好。家族によると食欲は旺盛である。

１年前の健診では体重５２ｋｇ・月経は順調。

身長１６５ｃｍ，体重４０ｋｇ・体温36.7℃･脈拍90/分、整。血圧128/５０ｍｍＨｇ・

意識清明、心音純、呼吸音清。甲状腺腫大あり、圧痛なし。

手指振戦あり。乳房の萎縮なし。多毛なし。下肢の浮腫なし。

ＷＢＣ8,000、Ｈｂｌ２８ｇ/dZ、Ｐｌｔ３３万、ＡＳＴ４６１Ｕ/ﾉ、ＡＬＴ６０１Ｕ/ｊ、ＡＬＰ５６６１Ｕ/ﾉ、ＢＵＮ

ｌ７ｍｇ/dﾉ、Ｃｒ０．８ｍｇ/d/、Ｎａｌ３４ｍＥｑ/Ｉ、Ｋ４０ｍＥｑ/J、ＣｌｌＯＯｍＥｑ/J、空腹時血糖９０ｍｇ/dﾉ、

Ｃａ９．７ｍｇ/dノ（基準8.410.0)、Ｐ４．５ｍｇ/dＪ（基準2.545)、ＴＳＨＯ､０８型U/ｍノ（基準0.27420)、

ＦT37.66ｐｇ/ｍｊ(基準2.30-4.00)､ＦＴ４４８６ｎｇ/dﾉ(基準1.00-1.80)､ACTHl5､Opg/ｍＪ(韮準7.2-63.3)、

成長ホルモンL64ng/ｍＪ（基準0.28-1.64)､プロラクチン30.00,9/ｍｊ（基準6.12-30.54)､コルチゾー

ル14.9βg/dノ（基準4.0-1839)、ＴＳＨ受容体抗体陽性。頚部超音波で甲状腺のびまん性腫大と両葉

の血流増加を認めた。

考えられる疾患はどれか。

ａ橋本病

ｂバセドウ病

ｃ神経性食思不振症

ｄ汎下垂体機能低下症

ｅ偽性副甲状腺機能低下症

４７６０歳の男性。２週間前より労作時の呼吸困難を認めるようになり、下腿の浮腫、体重の増加も

自覚するようになった。２日前より臥位にて睡眠をとることができなくなり来院した。来院時、

意識は清明。体温36.4℃・脈拍124/分､整。血圧104/７２ｍｍＨｇ・経皮的動脈血酸素飽和度(SpO2）

８８％（roomair)。

本症例の検査と所見の組合せで誤っているのはどれか。

血擬ＢＮＰ値

「
庁
Ⅳ
●

フT＜

－２０５－１４－

胸部エックス線写真

iｄｅＱＲＳ査

左心室の拡大

butte出yshadow

心臓超音波検査

－２０５－１３－

ＦＬ 肺動脈模入圧１０心臓カテーテル検 ｍｍＨｇ
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５１６７歳の男性。高血圧に対し近医で利尿薬を処方されていた。家族の呼びかけに反応しないため

救急車で搬送された。自発開眼しているが、名前と生年月日とが言えない。体温36.1℃･呼吸数

１８／分。脈拍９０／分、整。血圧134/８０mmHg･心音と肺音は正常、下肢に浮腫を認めない。運動

麻陣を認めない。尿所見：蛋白（一)、潜血（一)、浸透圧５２２ｍＯｓｍ〃･血液所見：白血球9,000、

赤血球400万、Ｈｂ１３．７９/ｄｊ、血小板３２万。血液生化学所見：アルブミン３．４９/dZ、尿素窒素１４

ｍｇ/dﾉ、クレアチニン１．１ｍｇ/ｄｊ、尿酸6.9ｍｇ/dJ、Ｎａｌ２０ｍＥｑ/Z、Ｋ４０ｍＥｑ〃、Ｃｌ９８ｍＥｑ/J，

血糖１４４ｍｇ/dﾉ。甲状腺機能は正常。

投与するのはどれか。

ａ３％食塩水

ｂ５％ブドウ糖液

ｃ ア ル ブ ミ ン 製剤

ｄ１０％ブドウ糖液

ｅ０．９％生理食塩水

５３２８歳の初産婦。妊娠４１週OFIに陣痛発来のため入院した。入院時の内診所見では破水を認め

ず先進部は児頭でSP-2、子宮口開大３ｃｍ、展退度40％、位置は中央で硬度は中であった。陣痛

開始時から３０時間が経過した。その時点の内診所見では羊水流出を認め、後頭部が先進し、小泉

門を母体腹側に触知し矢状縫合は骨盤前後径に一致していた。ＳＰ＋１、子宮口開大８ｃｍ、展退度

８０％、位置は前方で硬度は軟であった。その時点の胎児心拍数陣痛図を示す。

正しいのはどれか。

ａ微弱陣痛である。

ｂ分娩第２期である。

ｃ分娩が遷延している。

ｄ児頭の回旋異常を認める。

ｅ児頭骨盤不均衡が疑われる。

'一ト

｡、J可、

’ 一’１＋ｌｌｌエＩ－ｌ１‐｜‐’ぽ’＋’１』

i毒砿雲I壷理睡毒扇扇維 萄刈
八／１

ﾉＷ－Ｊ－'Ｗｖ５２４２歳の女‘性。夫婦喧嘩で夫に腹部を数回殴られて、その後に激しい腹痛を訴えたため救急車で

来院した。意識は清明。顔面は蒼白、冷汗を伴い、腹部全体に強い圧痛と反跳痛を認める。

誤っているのはどれか。２つ選べ。

ａ鎮痛薬を使用する。

ｂＣＴ検査で原因検索を行う。

ｃ腹部超音波検査は有用である。

d直ちに末梢静脈路の確保を行う。

ｅ検査は行わず専門医へすぐに搬送する。

－壬半Ｉ
Ｉｒｌｌ

ｌ
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－２０５－１５－

胎児心拍数陣痛図

５４８歳の男児。自宅の階段から転落したことを主訴に、深夜母親に連れられ救急外来を受診した。

意識は清明で転落時の状況を本人に尋ねたが、医師と目を合わそうとせず、「よく分かりません」

と小声で返答する。男児は非常に小柄で痩せており、表情に乏しい。左半身に打撲、頭部に皮下

血腫が認められる他、腹部や上肢にも古い打撲痕が複数認められる。母親は明日の学校行事を理

111に、応急処置が済んだら男児と共に帰宅したいと言っている。

相当医の対応として適切なのはどれか。２つ選べ。

ａ入院させ、警察へ通報する。

ｂ入院させ、患部の治療を行う。

ｃ入院させ、児童相談所に届け出る。

ｄ応急処置を施し、学校行事が済んでから再診するよう説明する。

ｅ明朝、外科外来を受診するよう説明する。

－２０５－１６－
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５６３７歳の男性。原子力発電所の作業員。原子力発電所内の事故により、全身被ばくし約４時間後

に搬送された。推定被ばく線逓は４Ｇｙであった。

認められないのはどれか。

ａｌ'圃吐

ｂ発熱

ｃ皮膚紅斑

ｄ意識障害

ｅリンパ球数減少

６０歳の男性｡両手のしびれと手指巧級運動障害および歩行障害が出現し来院した｡理学所見では、

右側の第５頚髄髄節レベルの全感覚脱失と弛緩'性麻嘩を認め、第５頚髄髄節レベル以下で右側の

深部感覚脱失と左側の温痛覚障害を認めた。第５頚髄レベルの脊髄横断図を示す。障害されてい

る部位を斜･線で示す。

正しいのはどれか。

5５

①
②
③
④
⑤

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
ｅ

③

極

－２０５－１７－

”
右 左左

５７６０歳の女性。高血圧で内服加療中である。朝からのめまいを主訴に、かかりつけの医師に電話

で相談した。電話を受けた医師が、中枢神経性めまいを疑い、直ちに救急病院受診を指示する根

拠となった症状はどれか。２つ選べ。

ａしゃべりにくい。

ｂ天井がぐるぐる回る。

Ｃｌ唾液が飲み込みにくい｡

ｄ頭を動かすとより悪化する。

ｅ耳がつまったような感じがする。

前角

心管

艮

心祷

良

②①

左

「

Ｆ
凶

変形性膝関節症に対して人工関節置換術施行。歩行リハビリテーション中に突然

>富出現しICUへ搬送された。緊急造影ＣＴを示す。

５８７６歳の女性。変形性膝関節症に対して人工

胸痛と呼吸困難が出現しICUへ搬送された。１

適応となる血管内治療はどれか。２つ選べ。

ａカテーテル的血栓破砕術

ｂカテ ーテルアブレーション

ｃ下大静脈フィルター留置

ｄ経皮的冠動脈インターペンション

ｅ大動脈内ステントグラフ卜内挿術

心管

艮

－２０５－１８－

心管

Ｒ 貝

緊急造影ＣＴ

左

④

心 管

ノ
緊急造影ＣＴ

⑤

第５頚随レベルの脊髄横断図
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６１３５歳の男性。７日前から感冒症状が持続していた。今朝、目が覚めたら天井が回っており、立

ち上がると倒れそうになった。寝ていてもめまいが強く、吐き気があり、動けない状態になった。

めまいは今回が初めてである。意識は清明。体温36.5℃･脈拍75/分、整。血圧135/８５mmHg･

難聴はなく、眼振を認める。頭部MRIで異常を認めない。

この患者に見られる眼振はどれか。

５９４５歳の男性、会社員。最近恥場が変わり上司から叱査されることが多くなった。１週間ほど前

から、朝出社しようとすると腹痛や咽吐が続き家から出られなくなってしまったため、上司とと

もに桁神科を受診した。

上司への助言として不適切なのはどれか。

ａすぐに自宅療養とする。

ｂ本人のミスの原因を探る。

ｃ以前の職場の情報を得るようアドバイスする。

ｄ職場のカウンセラーと相談することを勧める。

ｅ上司に本人の気持ちに寄り添うようアドバイスする。

l④①

、

、

○

／

／
↑
、

←

○ ｂ唇 ←

／／○ ←

／、

４

↓

／

／

〆 、

↓↑

あ
６０９歳の男児。足底の黒子にて当科を受診した。

診断に有用な器具はどれか。 〉

≦--《識

↓○Ｌｊ

↑’

①
②
③
④
⑤

ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
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６２２５歳の研修医。Ｂ型肝炎ウイルスのワクチンは接種している。１時間前に採血に使用した針を

左手に刺した。

自分の血液で調べるべき項目はどれか。

ａｌｇＭＨＡ抗体

ｂ王ＥＳ抗原

ｃＸ通s抗体

ｄＨＢｃ抗体

ｅ１通e抗原
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次の文を読み､66~68の問いに答えよ｡

７４歳の女性。２か月前に認知症疑いで受診歴がある。lか月前より味覚が低下し、食欲もなく、

体重減少もみられた。家のなかでも転倒しやすいと家族は説明した。精査目的に紹介受診した。

検査所見：血液所見：赤血球138万、Ｈｂ５８ｇ/dﾉ、Ｈt１７５％、網赤血球０８％、血小板8.5万、白

血球3,000（好中球48％、好酸球２％、単球３％、リンパ球47％)。血液生化学所見：

総蛋白７．２９/dﾉ、Ａｌｂ３９ｇ/dJ、ＡＳＴ１８１Ｕ/Z、ＡＬＴｌ６１Ｕ/ﾉ、ＬＤＨ３８０１Ｕ/Ｉ（基準１４０

～220)、尿素窒素160ｍｇ/ｄｊ、ＣｒＯ７ｍｇ/d/・葉酸5.6,9/mＺ（基準4.4～13.7)。免疫学

的所見:CRP０．１ｍｇ/dﾉ。原因精査のため､骨髄検査を施行した。骨髄液塗末標本を図(メ

６３５５歳の女性。左乳房に２ｃｍ大の腫癌を自覚して来院。乳房円状部分切除術を施行した。

術後におこなう治療で、適切なのはどれか。

ａ 全脳 照射

ｂ網膜への照射

ｃ頚部への照射

ｄ残存乳房への照射

ｅ腹部大動脈リンパ節領域への照射

イギムザ染色）に示す。６４１６歳の女子。１１か月間で２２ｋｇの体重減少があり、母親が心配して本人と来院した。本人はや

せていると認識しておらず、自分は太っていると思っている。診察中の医師との会話は母親が行っ

ている。身長165ｃｍ、体亜３５ｋｇ。

この患者に認められないのはどれか。２つ選べ。

ａ徐脈

ｂ無月経

ｃ知能低下

．活動'性冗進

ｅ恥毛の脱落

６５出生５時間後の新生児。在胎３９週、１，８５０９、Apgarスコア９点（１分）で出生した。

合併しやすいのはどれか。２つ選べ。

ａ敗血症

ｂ 低血 糖症

ｃ動脈管開存症

．低カルシウム血症

ｅ高ナトリウム血症

『

－２０５－２１－

、－

F 』凡

骨髄液塗末標本（メイギムザ染色）

－２０５－２２－



ａ振動覚低下

ｂ温痛覚低下

cRomberg徴候陽性

ｄ膝がい腿反射冗進

eBahinRki徴候陽‘性

【
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次の文を読み、６９～７１の問いに答えよ。

５５歳の男性。主訴：両下腿浮腫

現病歴：２年前より健診で肝機能障害、蛋白尿、血尿を指摘されている。４か月前から下腿の浮腫

を認め、体重も増加してきたため来院した。発熱、咽頭痛、関節痛、皮疹などは認めない。

既往歴、家族歴には特記事項なし。

脈拍７０／分。血圧120/70ｍｍＨｇ・心音純、肺野清、腹部異常なし。背部叩打痛なし。

下腿浮腫あり。

尿所見；蛋白３＋蛋白定量３．５９/日、潜血２十、尿糖（一)、沈澄：赤血球15-20／１視野、変形

赤血球十、穎粒円柱十。

血液生化学所見；総蛋白５．３９/dZ、アルブミン２６９/dJ、尿素窒素３０ｍｇ/dJ、クレアチニン

１．５ｍｇ/ｄｊ､総コレステロール２７０ｍｇ/dﾉ､総ピリルピン０．３ｍｇ/dﾉ､ＡＳＴ５０ＩＵ/Ｉ、

ＡＬＴ６０１Ｕ/ｊ、Ｎａｌ３８ｍＥｑ/ｊ、Ｋ５．０mEq/ﾉ、Ｃｌ９６ｍＥｑ/ｊ、Ｃａ９．０ｍｇ/dl、血糖

９２ｍｇ/dZ。血清補体価（CH50）８Ｕ/ｍノ（28-48Ｕ/ｍＤ、抗核抗体（－）

本例の腎生検所見（PAS染色、ＰＡＭ染色）を示す。

６６予想される所見はどれか。２つ選べ。

ａ胃液無酸

ｂＨａｍ試験陽性抗

ｃ内因子抗体陽性

．直接クームス試験陽性

ｅ赤血球浸透圧抵抗性減弱

６７本患者の神経所見として誤っているのはどれか。

－２０５－２３－

「Ｆ
厘
、

６８適切な治療法はどれか。

ａ鉄剤静注

ｂ抗癌化学療法

ｃビタミンＢ１２筋注

ｄシクロスポリン経口

ｅプレドニゾロン経口

PAS染色４００倍 ＰＡＭ染色８００倍
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次の文を読み、７２～７４の問いに答えよ。

２５歳の女性。咳鰍と体重減少を主訴に受診した。

現病歴：１か月前から咳噺と微熱があり、他院で抗菌薬を投与されたが、改善はみられなかった。

その後も咳蹴が持続するうえ、体重が意図せず５kg減少し、盗汗も伴うようになってき

たため、来院した。

家族歴・既往歴：特になし。

生活歴：喫煙１５本／日×７年。飲酒缶チユーハイ５００ｍL／日。事務職。

現症：身長１５８ｃｍ、体重４２ｋｇ・体温37.5℃・呼吸数18/分。脈拍88/分。血圧98/６０ｍｍＨｇ・

頭頚部に明らかな異常を認めない。心音純。呼吸音清。肝牌腫なし。浮腫なし。その他

の診察所見に異常を認めない。

検査所見：白血球8,700､ＨｂｌＬ４ｇ/dZ､MCV85fL､血小板14.5万。総蛋白６．６９/dlI,アルブミン３．３

９/dﾉ、ＡＳＴ４２ＩＵ/j、ＡＬＴ２６１Ｕ/J、ＬＤ３５０１Ｕ/』（基準176～353)、ＣＲＰ３４ｍｇ/djo

胸部エックス線写真（写真ｌ)、胸部単純ＣＴ写真（写真２)、熔疾染色像（写真３）を

示す。Ⅱ客疾検査でj蝿IcO6ac"γjz"冗如69γcz‘jos必が検出された。

６９診断はどれか。

ａｌｇＡ腎症

ｂ膜性腎症

ｃ急性糸球体腎炎

．微小変化群

ｅ膜性増殖性糸球体腎炎

７０考えられる検査所見はどれか。

ａ血清IgA高値

ｂクリオグロブリン陽性

ｃ抗カルジオリピン抗体陽性

ｄ抗好中球細胞質抗体（ＡＮＣＡ）陽性

ｅ抗ストレプトリジン０（ASLO）高値

７１合併疾患として考えられるのはどれか。

ａ悪‘性腫傷

ｂＣ型肝炎

ｃ梅 毒感 染

．急性扇桃炎

ｅ全身'性エリテマトーデス 垂
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胸部単純CT写真（写真２）

生ﾛ司屯

胸部エックス線写真（写真１） 唾疲染色像（写真３）
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７２写真３の染色法はどれか。

aCongo-Red染色

ｂＧｒａｍ染色

cHematoxyiin-Eosin染色

dMay-Giemsa染色

eZiehl-Neelsen染色

７３この患者にまず投与すべき抗菌薬として不適切なのはどれか。

ａイソニァジド

ｂエタンブトール

ｃピラジナミド

ｄリファンピシン

ｅ レ ポ フ ロ キ サシン

７４正しいのはどれか。２つ選べ。

ａ全額が公費診療となる。

ｂ患者を直ちに隔離する。

ｃ身体障害者給付の対象となる。

ｄ２４時間以内に都道府県知事に届け出る。

ｅ濃厚接触者に対する検査は自由診療となる。
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